
３．年度更新（原本用データの作成） 

(1) 運用管理システムから「２．データ管理」の「21．年度更新」をクリックします。 

 
 
(2) 「システム年度の選択」画面で、最新年度版（例：令和８年度版）を選択し、 
[OK]ボタンをクリックします。 
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(3) 「１．法人の選択」で、一覧から年度更新する法人を選択し、[次へ]ボタンを 
クリックします。 

 
 

(4) 「２．事業年度・処理区分の登録」で、「事業年度」に表示されている初期値が 
 今回処理する事業年度（例：令和８年 4月 1 日～令和 9年 3 月 31 日）となっている 
ことをご確認ください。 

  ※事業年度が次の事業年度（例：令和 9年 4月 1日～令和 10 年 3月 31 日）となっ 
   ている場合は、既に年度更新を実施済みです。 
原本用データの場合、その他の項目は下記の情報を設定してください。 
登録後、[次へ]ボタンをクリックします。 
処理区分：月次試算・四半期試算 
ケース名：原本用（※ケース名は任意です。） 
計算期間：事業年度と同じ 
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(5) 「３．複写元の選択」で、前事業年度の「確定申告」を選択し、[次へ]ボタンを 
クリックします。 

 
 
(6) 「４．年度更新」で、複写元と複写先が正しいことを確認して、[年度更新]ボタンを 
クリックします。 

  
 
処理完了のメッセージが表示されましたら、年度更新が完了です。 
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